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海外事例を踏まえた事前審査・アセスメントに関する
検討の方向性について

２０１９年３月５日
需給調整市場検討小委員会 事務局

第９回需給調整市場検討小委員会
資料３
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出所）第５回需給調整市場検討小委員会（2018.7.31）資料3
http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_05_haifu.html

本日の議題

http://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_04_haifu.html


3本日の議題

課題 これまでの議論の方向性 小委における論点

2-1
一般送配電事業者間の
契約・精算プロセス

 精算に必要なデータ（エリア情報、

価格情報等）はシステムから抽出
 kWh単価がインバランス制度の

基準となることを踏まえたTSO-
TSO間の精算の考え方

3-1
一般送配電事業者と発電・
小売事業者間の契約・精算
プロセス

 ΔkWは調達段階の商品区分で
精算

 kWhはユニット単位のkWhで
V1/V2単価により精算

 TSO-BG間の契約・精算プロセス
およびスケジュール

 アグリゲーターに係る計量方法と
精算方法

3-2
余力活用に係る具体的な
仕組み

 年初に公募に基づく契約を行う  容量市場におけるリクワイアメント等
を前提とした余力活用の具体的な
仕組みの検討

 kWh単価の登録および変更時期

3-7 事前審査

 事前審査の考え方
・内容、方法、時期・頻度
・容量市場の事前審査との関係

 アグリゲーターについて特に取り決め
ておかなければいけない項目の整理



4本日の議題

課題 これまでの議論の方向性 小委における論点

3-8
確実な需給バランス調整を
行うために必要となるリクワイ
アメント

 調達時、運用時に求められる責務

 容量市場におけるリクワイアメントと
の関係

3-9
リクワイアメントに対するアセス
メントと実効性を確保するた
めのペナルティ

 アセスメントの考え方
（実施方法、時期など）

 ペナルティの考え方



5（参考）業務フローにおいて今後検討が必要な課題と主な論点（１／２）

出所）第８回需給調整市場検討小委員会（2019.1.24）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_08_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_08_haifu.html
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出所）第８回需給調整市場検討小委員会（2019.1.24）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_08_haifu.html

（参考）業務フローにおいて今後検討が必要な課題と主な論点（２／２）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_08_haifu.html


7本日ご議論いただきたい内容

 第８回需給調整市場検討小委員会において、ΔkWが落札された際に果たす必要がある義務（リクワイアメント）
について整理した。

 需給調整市場への参入にあたっては、こうしたリクワイアメントを市場参加者が果たせるかどうかを事前に確認（事前
審査）し、また、リクワイアメントを果たせたかどうかを事後に確認（アセスメント）する必要があることから、今回、海
外における事例および日本における現行の電源に対する試験内容および項目等を調査した上で、今後の検討の方
向性を整理した。

 本日はこれらの内容についてご議論いただきたい。
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余白



9目次

1. 事前審査について

2. アセスメントについて

3. 計量の考え方について

4. まとめ



10目次

1. 事前審査について
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11事前審査にかかる海外事例の調査結果から得られた示唆・方向性

項目 海外事例調査結果 示唆・方向性

事
前
審
査

必要性

• 送配電事業者の指定した試験を実施し、送
配電事業者による承認が必要（4/4か国）

• リクワイアメント（商品の要件※を満たした上で
指令に応じる義務）を果たせるかどうかを事前
に確認しておく必要があるのではないか。
※応動時間、継続時間、出力変化量等

評価方法

• 試験発動の実施等、あらかじめ定められた評
価方法で商品毎に異なる方法で事前審査
を実施（４/4か国）

• 試験信号パターンをそれぞれ設定する等、商
品毎に評価方法をあらかじめ決定しておく必
要があるのではないか。

 各国の需給調整市場における事前審査に関する事例調査結果および各項目において得られた示唆、検討の方向
性は以下の通り。

 市場への参加にあたり、各国ともに送配電事業者が指定した事前審査を受けることとされており、これらの事前審査
は商品毎にあらかじめ定められている状況。

【事前審査にかかる海外事例調査結果】 調査対象国：米（PJM）、英、仏、独

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html
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（参考）諸外国の需給調整市場における一次～三次調整力相当の事前審査

 第20回調整力作業会において、資源エネルギー庁が実施した海外事例調査の結果は以下の通り。

イギリス ドイツ フランス アメリカ

対象TSO National Grid
Amprion, Transnet, 

50Hertz,TenneT
RTE PJM

商品
Firm Frequency Response

（FFR）
Primary

Control Reserve
Primary
Reserve

Regulation

事前審査の
実施状況

• 事前審査有り • 事前審査有り • 事前審査有り • 事前審査有り

評価方法
• 模擬信号等に対する応動を確
認し、誤差が許容範囲内にあ
ることを確認

• 指令前後の想定カーブから許
容範囲に収まっていること（滞
在率）を確認

• Stability（応動時間）
Gain（出力）
Dynamic（追従性）
の３点について、基準（理論
値）との差を確認

• 模擬信号等に対する追従性を
パフォーマンススコアを算出して
確認

＜一次or二次相当＞

イギリス ドイツ フランス アメリカ

対象TSO National Grid
Amprion, Transnet, 

50Hertz,TenneT
RTE PJM

商品 STOR※ Minutes Reserve Rapid Reserve Synchronized Reserve

実施有無 • 事前審査無し • 事前審査有り • 事前審査有り
• 一部のケースを除いて事前審査
無し

評価方法 ー
• 指令前後の想定カーブから許
容範囲に収まっていること（滞
在率）を確認

• 発動直後の電力が規定値
以上

• 全コマの発動電力量が規定
値以上

ー

＜三次相当＞

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

※イギリスSTORは供給力の側面が強い商品であり、事前審査およびアセスメントについても
供給力型のテスト方法を採用している。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


13（参考）イギリスにおける事前審査の例（１／４）

出所）national grid “Firm Frequency Response (FFR) Interactive Guidance”
https://www.nationalgrideso.com/sites/eso/files/documents/Firm%20Frequency%20Response%20%28FFR%29%20Interactive%20Guidance%20v1%200_0.pdf

 イギリスの送配電事業者であるNational Gridが実施するFFR（一次相当）の事前審査は以下の通り。

 応動については、試験的に入力した様々な周波数信号に対する応動について、応動時間、出力変化量、継続時
間等の実績を評価している。

【Step test（追従性の確認➀）】

https://www.nationalgrideso.com/sites/eso/files/documents/Firm Frequency Response (FFR) Interactive Guidance v1 0_0.pdf


14

出所）national grid “Firm Frequency Response (FFR) Interactive Guidance”
https://www.nationalgrideso.com/sites/eso/files/documents/Firm%20Frequency%20Response%20%28FFR%29%20Interactive%20Guidance%20v1%200_0.pdf

（参考）イギリスにおける事前審査の例（２／４）

【Frequency sweep test（追従性の確認②）】

https://www.nationalgrideso.com/sites/eso/files/documents/Firm Frequency Response (FFR) Interactive Guidance v1 0_0.pdf
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出所）national grid “Firm Frequency Response (FFR) Interactive Guidance”
https://www.nationalgrideso.com/sites/eso/files/documents/Firm%20Frequency%20Response%20%28FFR%29%20Interactive%20Guidance%20v1%200_0.pdf

（参考）イギリスにおける事前審査の例（３／４）

【Duration test（継続時間の確認）】

https://www.nationalgrideso.com/sites/eso/files/documents/Firm Frequency Response (FFR) Interactive Guidance v1 0_0.pdf
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出所）national grid “Firm Frequency Response (FFR) Interactive Guidance”
https://www.nationalgrideso.com/sites/eso/files/documents/Firm%20Frequency%20Response%20%28FFR%29%20Interactive%20Guidance%20v1%200_0.pdf

（参考）イギリスにおける事前審査の例（４／４）

【Connection to Grid test（系統の周波数変動への追従性確認）】

https://www.nationalgrideso.com/sites/eso/files/documents/Firm Frequency Response (FFR) Interactive Guidance v1 0_0.pdf
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 中央給電指令所にオンラインで接続している電源については、新設・改造時および週間若しくはリアルタイムで発電機
の応動等に関する情報を、一般送配電事業者にて取得している。

 取得している情報のうち、ΔkWに関する情報の多くは需給調整市場における商品で要件化されている。

（参考）中央給電指令所が取得しているオンライン電源の主な情報

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


18（参考）需給調整市場における商品の要件

出所）第６回需給調整市場検討小委員会（2018.10.9）資料２
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_06_haifu.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_06_haifu.html


19（参考）日本における既存発電機の主な試験内容（新設時）

 発電機の新設時においてメーカーから事業者への実機引き渡しにあたり、仕様設計通りの応動となることの確認を
目的として、試運転（性能保証運転含む）を実施。

 性能保証運転において、負荷変化試験および周波数応答試験等を実施することで周波数変動への追従性等を
確認。

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


20（参考）指令への追従性確認に関する事前審査事例（関西電力）（１/２）

 EDCおよびLFC信号に対する追従性について、応動時間および出力変化量の確認を目的として負荷変化試験を
実施。

 EDC/LFC信号を組み合わせた複数の負荷パターンを設定し、許容偏差内で出力変化していることを確認。

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html
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出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-3（一部修正）
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

（参考）指令への追従性確認に関する事前審査事例（関西電力）（２/２）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html
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 周波数応答試験では実運転中に模擬的な周波数を入力し、出力変化量を計測している。これにより出力変化
量および継続時間が保証値以上であることを確認している。

（参考）周波数応答に関する事前審査事例（関西電力）

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-3（一部修正）
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


23（参考）調整力公募における発電機等の事前審査

 調整力公募においても、下記の通り設備要件および運用要件を定め、事前審査を実施している。

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


24その他の留意点

（過去データによる審査）

 事前審査は参入するリソースの商品要件への適合について確認することを目的としていることから、過去に行った同
様の審査により、既に必要な要件を満たしていることが確認できている場合は、過去データにもとづく審査方法も検
討してはどうか。

（セキュリティの扱い）

 中給システムに接続して監視・制御を行う場合、系統運用上重要な役割を担っている中給システムと、様々なリ
ソースが接続された事業者のシステムが直接オンラインで通信を行うこととなる。そのため、サイバーセキュリティの観点
にも留意が必要である。

 現在、中給システムや事業者のシステムのセキュリティ対策については、「電力制御システムセキュリティガイドライン」
「エネルギー・リソース・アグリゲーション・ビジネスに関するサイバーセキュリティガイドライン」などに基づいて運用されてお
り、今後、中給システムとの接続を考慮した見直しが検討されているところである。

 事前審査では中給システムに接続がなされることから、事前審査の前までにこれらガイドラインを各事業者が遵守し
ていることが必要であり、その遵守状況を市場運営者である一般送配電事業者が確認・審査できるよう事前審査
の前に取決めを行うこととしてはどうか。



25目次
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26アセスメントにかかる海外事例の調査結果から得られた示唆・方向性

項目 海外事例調査結果 示唆・方向性

ア
セ
ス
メ
ン
ト

必要性

• 応動実績に対してアセスメントを実施
（4/4か国）

• リクワイアメント（商品の要件※を満たした上
で指令に応じる義務）を果たせたかどうか確
認する必要があるのではないか。
※応動時間、継続時間、出力変化量等

評価方法

• 多くの国で直前の需要値若しくは直後の予測
値等の基準点を設けた上で、基準点と応動
実績の差分と指令信号との相関を評価
（例：仏Ｒ１では周波数変動および応答時
間の相関を評価）

（4/4か国）
• 各国で設定している基準点は以下の通り。
 三次相当 ：主に5～30分前直前負荷等
 一次、二次：主に5～30秒前直前負荷等

• 評価にあたっては、商品毎に何らかの基準が
必要であることから、基準点の設定を検討す
る必要があるのではないか。

• 基準および応動実績の差分が指令信号と合
致しているか等の追従性に関する評価方法に
ついても検討する必要があるのではないか。

• 基準の設定にあたっては、高速の商品ほど現
在の需給状態からの変化を求められることも
考慮する必要があるのではないか。

 各国の需給調整市場におけるアセスメントに関する事例調査結果および各項目において得られた示唆、検討の方
向性は以下の通り。

 市場への参加にあたり、各国ともに送配電事業者が指定したアセスメントを受けることとされており、これらのアセスメン
トは商品毎にあらかじめ定められている状況。

【アセスメントにかかる海外事例調査結果】 調査対象国：米（PJM）、英、仏、独

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


27
（参考）諸外国の需給調整市場における一次・二次調整力相当のアセスメント方法

 第20回調整力作業会において、資源エネルギー庁が実施した海外事例調査の結果は以下の通り。

イギリス ドイツ フランス アメリカ

対象TSO National Grid
Amprion, Transnet, 

50Hertz,TenneT
RTE PJM

商品
Firm Frequency 

Response（FFR）
Primary

Control Reserve
Primary
Reserve

Regulation

計測
方法

アセスメントの
実施状況

• 実施 • 実施 • 実施 • 実施

基準点の
設定等

• 発動前の平均出力
※5秒～30秒先の想定値の採
用も検討中

• 30秒又は5分先の想定出力 • 理論値カーブ • 設定無し

指令値への追
従性の確認方
法

• 毎月、National Gridが指
定する秒単位のデータを提
出し、契約内容と相違がな
いことを確認

• 設定無し

• 「15秒以内に契約調整電力
x 周波数偏差の50%」および
「30秒以内に契約調整電力
x 周波数偏差の100%」への
適合性を確認

• 指令値への追従性を
Performance Scoreを設
定してリアルタイムで評価

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


28
（参考）諸外国の需給調整市場における三次調整力相当のアセスメント方法

 第20回調整力作業会において、資源エネルギー庁が実施した海外事例調査の結果は以下の通り。

イギリス ドイツ フランス アメリカ

対象TSO National Grid
Amprion, Transnet, 

50Hertz,TenneT
RTE PJM

商品 STOR Minutes Reserve
Rapid Reserve

Complementary Reserve
Synchronized Reserve

計測
方法

アセスメントの
実施有無

• 実施 • 実施 • 実施 • 実施

基準点の
設定等

• 直前負荷＋直近3日間の合
成で算出

• 5分先の想定MW • 直前30分の使用電力の平均
• 事前計測
（各前後１分を含む３点）

指令値への追
従性の確認方
法

• 応動時間内に契約量の90％
以上出力していることを確認

• 継続時間内に契約量の90％
以上を連続して出力している
ことを確認

• 契約電力の90％以上出力し
ていることを確認

• TSOの要求があった場合、10
営業日分の運用実績を提出
し、運用結果を確認

• 30分コマ単位で取得した
RTEの受電点におけるデータ
を基に、調整電力量と契約
電力量の差が規定内である
ことを確認

• 開始時（各前後1分を含む3
点）および10分後の出力差

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


29（参考）フランスにおけるベースライン設定方法の事例（仏 Rapid Reserve）

 フランスにおけるバランシングサービスの一種であるRapid Reserveの上げDR/下げDRでは、DR指令前の3コマ
（1コマ＝10分）の平均値をベースラインとしている。

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


30（参考）RTE（フランス）によるR1のアセスメントについて（１／６）

 フランスのR1（一次調整力相当）では、継続時間（Stability）、出力変化量（Gain）および変化速度
（Dynamic）について実績評価を行っている。

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


31（参考）RTE （フランス）によるR1のアセスメントについて（２／６）

 継続時間（Stability）に関するアセスメントは以下の通り。

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


32（参考）RTE （フランス）によるR1のアセスメントについて（３／６）

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

 出力変化量（Gain）に関するアセスメントについては以下の通り。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


33（参考）RTE （フランス）によるR1のアセスメントについて（４／６）

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

 契約出力と実績値のかい離が一定値を超過すると、徐々にΔkWの精算金額が減少（ペナルティ）していく。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


34（参考）RTE （フランス）によるR1のアセスメントについて（５／６）

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

 出力変化の速度（Dynamic）に関するアセスメントについては以下の通り。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


35（参考）RTE （フランス）によるR1のアセスメントについて（６／６）

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

 周波数イベント発生時点を始点として、以降120秒間で追従性等を評価。

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


36（参考）日本における既設発電機の応動に関するアセスメントについて

 中央給電指令所にオンラインで接続されている電源は、一般送配電事業者が、指令値および中給がリアルタイム
で取得している出力実績のかい離を確認するとともに、周波数低下事故が発生した際の応動実績についても確認
している。

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


37需給調整市場におけるアセスメントのイメージ

 海外事例等を踏まえると、需給調整市場におけるアセスメントは「ΔkWの供出可否の確認」（アセスメントⅠ）お
よび「応動実績の確認」（アセスメントⅡ）に整理できるのではないか。

リクワイアメント アセスメントのイメージ 不具合事象例

アセスメントⅠ
（ΔkWの供出可否の

確認）

• ΔkWの供出が可能
な状態に発電機等
を維持しておくこと

• 約定したΔkWが、GC時点における「発電
上限値および発電計画値」の差が約定し
たΔkW以上になっていることを確認

•落札したリソースの
空き容量不足

アセスメントⅡ
（応動実績の確認）

• 一般送配電事業者
の指令に従い商品
の要件を満たした
応動を行うこと

• 発電機等の応動実績が一般送配電事業
者の指令に対して、商品の要件を満たした
上で応動していることを確認

•商品の要件に適合
していない応動時間で
応動



38（参考）ΔkWを落札した調整力提供者に求められる義務（リクワイアメント）について

出所）第８回需給調整市場検討小委員会（2019.1.24）資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_08_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2018/2018_jukyuchousei_08_haifu.html


39（参考）調整力の応動評価について

種別 応動 求められるもの 評価の考え方

調整力

中給からの指令値に従って随
時出力を変化

今の需給状態※からの変化

※現時点の需要値及び供給値

指令に対して追従できているかどう
か

供給力

あらかじめ策定した需要計画
および発電計画に沿って自ら
発動

計画通りの出力 あらかじめ策定した計画通りの動き
であるかどうか（30分単位の
kWh）

 指令値は時々刻々と変化する需給状況に応じて変化するため、指令値をあらかじめ把握することはできない。

 調整力には、都度変化する指令値に対して正確に応動することが求められる。

 このことから、需給調整市場において調整力の発動後にその応動を評価するにあたっては、指令値に対する追従
性が重要な要素となる。

出所）広域機関資料「需給調整市場において新たなリソースに期待すること」をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei_dsr.html

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei_dsr.html


40その他の留意点

 需要を制御するというリソースについては、その特性上、以下の点について検討する必要があるのではないか。

 計測のための基準点の設定方法

 インバランスとなる量および調整力として発動した量の切り分け

 また、調整力の計測にあたって30分計量器でアセスメントを実施することができないことから、計量器の新たな設置
等についても検討する必要があるが、この点は計量法の解釈によって、対応が変わる可能性がある。



41目次

1. 事前審査について

2. アセスメントについて

3. 計量の考え方について

4. まとめ



42

余白



43計量にかかる海外事例の調査結果から得られた示唆・方向性（１／２）

項目 海外事例調査結果 示唆・方向性

＜計量地点＞
受電点

or
機器個別

• 機器個別で計測
（三次相当 ：2/4か国）
（一次・二次：4/4か国）

• 受電点で計測
（三次相当 ：2/4か国）
（一次・二次：2/4か国）

• 機器個別の場合、サブメーターと受電点
メーターの比較や、単線結線図のTSOに
よる確認を義務付けることで不正を防止し
ている事例あり

• 機器個別とする場合は、不正防止策が必要
ではないか。

• 不正防止策の策定を前提に機器個別につい
ても検討の余地があるのではないか。

• 受電点における計測は引き続き行うこととする。

 各国の需給調整市場における計量に関する事例調査結果および各項目において得られた示唆、検討の方向性は
以下の通り。

 市場への参加にあたり、各国ともに送配電事業者が指定した計量地点に計量機器を設けることとされており、これら
の計量器は商品毎に仕様等があらかじめ定められている状況。

【計量にかかる海外事例調査結果】 調査対象国：米（PJM）、英、仏、独

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


44計量にかかる海外事例の調査結果から得られた示唆・方向性（２／２）

項目 海外事例調査結果 示唆・方向性

応動評価用の
計量器の要件

• 送配電事業者が認証もしくは指定した計量器
（三次相当 ：3/4か国）
（一次・二次：3/4か国）

• 法定の検定計量器
（三次相当 ：1/4か国）
（一次・二次：0/4か国）

• 細かな粒度で計測できる計量器を設置しており、
kW値を計測
（4/4か国）

• 調整力の応動評価にあたっては、より細
かな粒度でkW値の計測が必要ではな
いか。

• これは既存のkWh計量器では計測が
困難なため、新たな計量器を設置する
必要があるのではないか。

• 新たな計量器の検討に当たっては、法
定、もしくは、送配電事業者指定とする
等、何らかのスペックを指定する必要があ
るのではないか。

データ送信

• 各国ともにオンラインでデータを送信

• 実績のデータ送信周期は商品毎に異なっており、
高速な商品ほど周期は短い
（4/4か国）

三次相当 ：15秒～15分周期

一次・二次相当：1～10秒周期
（一部オフラインあり）

• 商品毎に応動時間が異なることを踏まえ
た上で、指令信号への追従性が評価可
能な時間粒度のデータを計測する必要
があるのではないか。

• 商品毎に定められた頻度で一般送配電
事業者に応動結果を送信する必要があ
る。（商品要件通り）

分散リソース
の計量

• アグリゲーターが計量（英） • 計量方法および実績の集約等について
何らかのルールを定める必要があるので
はないか。

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


45（参考）海外の需給調整市場における一次、二次調整力相当の計量方法

 第20回調整力作業会において、資源エネルギー庁が実施した海外事例調査の結果は以下の通り。

イギリス ドイツ フランス アメリカ

対象TSO National Grid
Amprion, Transnet, 

50Hertz,TenneT
RTE PJM

商品
Firm Frequency 

Response（FFR）
Primary

Control Reserve
Primary
Reserve

Regulation

計測
地点

計測地点
（受電点 or 機

器個別）
• 機器個別 • 機器個別 • 受電点 • 受電点または機器個別の選択制

機器個別とした
場合の

不正防止策
不明 不明 －

• Regulationのみ一定の規格を
満たしたサブメーターを設置し、本
メーターとの整合性をＰＪＭで確
認

計測
方法

データの内容
および

送信周期

• 使用電力（ｋW）
• オンラインで1秒値を送信

• 使用電力（ｋW）
• オンラインで1秒値若しくは4
秒値を送信

• エンティティ単位の使用電力
（kW）

• Availabilityの情報および受
電点毎の使用電力（kW）

• オンラインで10秒値を送信

• オンラインで2秒値（RegD)また
は10秒値（RegA）を送信

メーターの
要件等

• TSO指定 • TSO指定
• TSO指定
（トランスデューサー）

• TSO指定

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


46（参考）海外の需給調整市場における三次調整力相当の計量方法

 第20回調整力作業会において、資源エネルギー庁が調査した海外事例調査結果は以下の通り。

イギリス ドイツ フランス アメリカ

対象TSO National Grid
Amprion, Transnet, 

50Hertz,TenneT
RTE PJM

商品 STOR Minutes Reserve Rapid Reserve Synchronized Reserve

計測
地点

計測地点
（受電点

or 機器個別）
• 機器個別 • 機器個別 • 受電点 • 受電点

機器個別とした
場合の

不正防止策
不明 不明 － －

計測
方法

データの内容
および

送信周期

• 使用電力（ｋW）
• オンラインで1分値を送信

• 使用電力（ｋW）
• 送信周期は未確認

• エンティティ単位の使用電力
（kW）

• オンラインで15秒値を送信

• 使用電力（kW）
• 発動後2日以内に1分値を提
出

メーターの
要件等

• ＴＳO指定 • ＴＳO指定 • 法定
• 小売メータリングシステム、もし
くはTSO指定のいずれか

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-1をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


47（参考）計測地点①（受電点計測）

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html


48（参考）計測地点②（個別計測）

出所）第20回調整力の細分化および広域調達の技術的検討に関する作業会（2019.2.8）資料2-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html 

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/sagyoukai/2018/chousei_sagyokai_20_haifu.html
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L3 L4

（参考）個別計測とした場合に想定される不正事例

 個別計測とした場合、計量器の設置点によっては機器ごとには指令値と異なる出力となっていたとしても、見かけ
上は指令値を満たしているといった不正が発生することもありうる。

 諸外国では、受電点と個別計測の計量データを比較する仕組み、単線結線図により計量地点の事前確認を行う
仕組みなど、不正防止策を設けている例が確認されている。

受電点

機器個別計測点

L1 L2

120

60 60

10 50 40 20

需要場所

L3 L4

受電点

機器個別計測点

L1 L2

120

60→10

60→110

10 50 40 20

需要場所

負荷L2の
接続を変更

切替

負
荷

指令値60→10となった場合に、計測点では60→10と50需要を抑制
したこととなっているが、受電点は120のまま変化がなく、系統に対しては
貢献していない

【個別計測における不正例】
（調整力の評価：機器個別計測点）

（指令値）
60→10



50その他の留意点

 VPPは複数のリソースをアグリゲートすると考えられるため、小規模なリソースを多数アグリゲートした場合のアセスメン
トおよび計量方法について検討する必要があるのではないか。

 調整力の計測にあたって30分計量器でアセスメントを実施することができないことから、計量器の新たな設置等につ
いても検討する必要があるが、この点は計量法の解釈によって、対応が変わる可能性がある。
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52まとめ

 今回、海外における需給調整市場のアセスメントに関する調査を行い、検討の方向性を整理した。

 本日のご意見を踏まえ、次回以降、これらの調査結果を踏まえつつ、2021年度の需給調整市場の開設に向けて、
三次②の事前審査およびアセスメント方法について検討していく。


